
謹 賀 新 年
新年明けましておめでとうございます。区民の皆様におかれま

しては、新しい年をお迎えになられたことをお喜び申しあげます。
さて、今年最初のコラムは、不登校対策にかかるご報告です。
私は役所の人事異動で着任した区長であることから、公募

区長のように4年という任期はないのですが、今年11月で60
歳になり役職定年を迎えることから、来年度がおそらく淀川区
長として最後の年になることを意識して、これまで2年と9か月
間区政運営に携わってきました。
この間、新大阪駅や十三駅周辺地域の活性化など、淀
川区のブランド力の向上をはじめとする、にぎわいと魅力ある
まちづくりを進めるとともに、一方で、子どもたちへの切れ目
のない支援の仕組みや、生活困窮者等に対しアウトリーチの
手法で支援していく仕組み、また、要援護者に対して日頃の
見守りと災害時の避難支援を一体的に行う仕組みづくりなど
にも力を入れてきました。
そして、私の残された最後の課題の一つが、急増している
不登校の子どもたちへの支援の仕組みづくりだと考えていま
す。不登校の子どもたちへの支援策は、スクールカウンセラー
の増配置などに加え、大きく2つに大別し、学校には行けな

い子どもたちへの居場所づくりと、促しや寄り添いがあれば登
校できたり、別室なら登校できたりする子どもたちへの支援策
の2本立てで仕組みの構築を進めています。
前者については、主として民間企業やNPO法人と連携協
定を締結し、居場所づくりを進めてきました。具体には、一
昨年9月に、株式会社NEW PARK PROJECTとPARKDAY
（3x3が楽しめる屋内型レンタルストリートコート）を活用した居場
所づくり、昨年10月には滋慶学園高校による区内中学2・
3年生を対象とした無償のオンライン授業の実施、11月には
日本財団の助成金を活用して、NPO法人CLACKによる区
内の中高校生を対象とした、ITを活用した居場所づくりなど、
今後とも居場所づくりの充実をめざしていきます。
そして、後者については、来年度に区独自のモデル事業

として、不登校の子どもたちへの登校を
促し、寄り添う支援策を開始するべく準
備を進めています。
区民の皆様には、今年も淀川区政

へのご理解、ご協力をよろしくお願い申
しあげます。
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あけましておめでとうございます！

2024年、　　　　　　始めてみませんか？
アフターコロナとなり、昨年から区内でも多くの地域活動が
再開され、活気を取り戻してきました。2024年はさらに淀川
区を盛り上げていこうと、地域活動協議会（地活協）を中心に

地域活動協議会（地活協）って？
暮らしやすい豊かな地域にするために、住民や地域の

いろいろな団体、企業、学校、お店が一緒になって取り
組む“しくみ”のこと。

「地域活動について見聞きはするけれど、どんなことをしているのかよく知らない…」というあなた。
地域活動は何も難しいことばかりではなく、簡単なことから、とことん参加できる活動までさまざまです。
実際にどんな活動を行っているのか、見ていきましょう！

地域活動って？
地活協の主な活動内容のこと。清掃活動や子どもたち
の見守り等だけでなく、お祭りなどの地域のイベントに参
加することも地域活動なんです。

さまざまなイベントや活動が予定されています！「地域活動って
何やってるの？」「まだ一度も参加したことないなぁ」という方も、
気軽なところから始めてみませんか？

「これなら参加できそう！」が
見つかるかもしれないよ！

地域活動地域活動

に参加してみよう！地域活動地域活動

あなたなりでOK！
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もっと地域活動を知りたいあなたへ！

地域の皆さんが作った
地域紹介動画もチェック！

まちセンHPでは
地域のイベント情報も発信中

パソコンでチラシを
作ってみたり…

LINE WORKSを使った
情報共有のやり方を
学んでいるよ！

各地活協のHPやSNSを
掲載しているよ

入門編　イベントや行事に参加してみる！

ふれあい喫茶子育てサロン食事サービス

“いつもの”編　毎週、毎月の行きつけにしてみる！

防災イベント夏祭りの運営スタッフ地域清掃

がっつり編　ボランティアとして参加してみる！

地活協や淀川区まちづくりセンター（まちセン）のHPやSNS
では、各地域のいろいろな活動を紹介しています！
「なんか面白そう！」「わたしの地域のあのイベントって、
いつやってるん？」と少しでも気になった方は、下のQRコード
からのぞいてみてくださいね！

地域も日々アップデート中・・・

9市民協働課4階41番　a6308-9734 ／まちづくりセンター（区役所4階）　a6309-5656

地域の皆さんは、若い人たちをはじめ、もっとたくさんの
人に地域情報を知ってもらいたい、一緒に活動している人た
ちの負担をできるだけ減らしたいと、まちセンと一緒に、 デ
ジタルスキルの向上のために勉強しています！

▶▶

▶▶

▶▶

いざというときの
ためのつながりが

できるかも！

防災訓練運動会夏祭り・盆踊り

地域の学生や企業の方も
参加してくれているよ！
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